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はじめに

引用）日本人の食事摂取基準2015年版

集団の食事改善を目的とした食事摂取基準の活用の基本的概念

集団における摂取量 食事摂取基準の指標比較

栄養素の摂取不足・過剰摂取等の評価

〔食事摂取状況のアセスメント〕

公衆栄養計画の企画と実施、検証



集団の食事摂取状態を評価する際、
当該集団における栄養素等の

「習慣的摂取量」を把握する必要がある

食事摂取基準

習慣的な摂取量の基準を与えるもの



＊本県では、平成23年度県民健康・栄養
調査から、複数日の食事調査を導入

＊得られた習慣的摂取量を「健康みやざ
き行動計画21」のデータとして活用

ほとんどの都道府県では、
習慣的摂取量を把握していない



平成28年度県民健康・栄養調査を用いて、

① 食事摂取基準の指標から外れる者の

割合を推定

→ 県民の習慣的摂取量の状況

② 今後の課題 について検討



摂取不足の回避

過剰摂取による健康障害の回避

生活習慣病の予防

＜目的＞ ＜種類＞

推定平均必要量、推奨量
＊これらを推定できない場合の代替指標：目安量

耐容上限量

目標量

食事摂取基準：栄養素の指標



対象

男性 女性

年齢階級
複数日
調査人数

解析数
複数日
調査人数

解析数

20～29歳 4 42 8 40

30～49歳 11 132 16 156

50～69歳 22 133 24 280

70歳以上 6 157 5 197

計 43 464 53 673



方法

食事調査による習慣摂取量の分布推定プログラムver.1.2

（国立保健医療科学院）



習慣的摂取量と１日調査との関係

引用）習慣的な食事摂取量の分布を推定するための理論と実際 横山徹爾

習慣的な摂取量の分布

日々のばらつき

ある１日の調査に
よる摂取量の分布

習慣的な
摂取量の分布

個人間変動

個人内変動



結 果

１）食事摂取基準の指標から
外れる者の割合



脂肪エネルギー比率の過不足者の割合

年齢区分
以上 未満

男性 女性 男性 女性

20～29歳 47.6 77.5 7.1 0.0

30～49歳 31.1 44.2 2.3 3.2

50～69歳 15.9 28.6 8.6 4.6

70歳以上 12.7 2.5 26.8 11.2

（％）

脂肪エネルギー比率の目標量：20～30％
「日本人の食事摂取基準2015年版」



野菜摂取不足者の割合

年齢区分 男性 女性

20～29歳 92.9 95.0

30～49歳 85.6 85.9

50～69歳 68.2 70.4

70歳以上 66.9 72.6

（％）

野菜摂取の目標量：１日350ｇ

「健康日本21（第２次）」



結 果

２）１日調査と習慣的摂取量の
分布の比較



たんぱく質の分布の比較

たんぱく質

男性 女性

１日 習慣 １日 習慣

平均値（ｇ） 74.9 75.1 63.4 63.6

標準偏差（ｇ） 25.2 15.6 21.4 14.5

不足者の割合（％） 14.9 5.7 12.2 4.0

たんぱく質の推定平均必要量：男性50ｇ、女性40ｇ

「日本人の食事摂取基準2015年版」



たんぱく質の分布の比較（男性）
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（ｇ）

男性

（人）

推定平均必要量
５０ｇ ：１日調査

：習慣的摂取

不足者の割合（％）
１日：14.9
習慣： 5.7



たんぱく質の分布の比較（女性）
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（ｇ）
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推定平均必要量
４０ｇ

女性

不足者の割合(％)
１日：12.2
習慣： 4.0

：１日調査
：習慣的摂取



食塩相当量の分布の比較

食塩相当量

男性 女性

１日 習慣 １日 習慣

平均値（ｇ） 10.5 10.6 9.2 9.2

標準偏差（ｇ） 4.0 2.8 3.7 2.5

摂り過ぎ者の割合（％） 72.0 81.2 69.5 81.9

食塩相当量の目標量：男性８ｇ、女性７ｇ
「日本人の食事摂取基準2015年版」



食塩相当量の分布の比較（男性）
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目標量
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過剰者の割合（％）
１日： 72.0
習慣： 81.2

：１日調査
：習慣的摂取
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食塩相当量の分布の比較（女性）

（ｇ）

女性

（人）

目標量
７ｇ

過剰者の割合（％）
１日： 69.5
習慣： 81.9

：１日調査
：習慣的摂取



考 察



＜若年層＞

＊脂質の摂り過ぎ

＊野菜摂取の不足

＜高齢者＞

＊脂質摂取の不足

年代の特徴を踏まえた取り組みが重要

結果から見えた課題①



１日調査での評価

＊他の栄養素でも同様の結果あり

結果から見えた課題②

栄養素
不足または過剰な者の割合

男性 女性

たんぱく質 過大 過大

食塩相当量 過小 過小



長野県における複数日調査との比較

長野県 宮崎県

男性 女性 男性 女性

１日 習慣 １日 習慣 １日 習慣 １日 習慣

不足者の割合
（％）

9.7 3.1 7.0 1.0 14.9 5.7 12.2 4.0

例）たんぱく質

出展）長野県県民健康・栄養調査における分析について 小林真琴

＊本県同様、過小または過大評価あり

＊分布の違いは長野県より本県のほうが大きい



県民の栄養素摂取の仕方の傾向や

複数日調査のあり方を検討するため

本県で実施した２回（H23とH28）の

複数日調査間の差異について検討

今後の課題



おわりに

複数日調査は･･･

１日調査と比較すると負担が大きいが

栄養状態の適切な評価には不可欠

明らかになった結果は･･･

＊関係機関及び関係者に広く周知・共有

＊連携した効果的な取組を推進


